
I.　は じ め に

　京都名勝嵐山渡月橋の直上流に位置する一ノ井堰周
辺では，令和元（2019）年度からの 3カ年計画で嵐
山左岸 水対策工事の実施途上です1）。施工は冬期の
12月から 3月までの期間で計画されていて，表紙写
真は令和元年度工事が完了した直後の令和 2（2020）
年 5月に撮影しました。

II.　洛西地区の概要 2）,3）

　一ノ井堰は洛西土地改良区が管理している農業用取
水施設です。図-1は洛西地区の概要図に加筆して示
したものです。
　洛西土地改良区は，昭和 22（1947）年に結成した
洛西普通水利組合を昭和26（1951）年に組織変更して，
現在に至っています。当初の受益が桂川両岸と嵯峨地
区を合わせて 1,782 ha であったのが近年の都市化進
行に抗

あらが

えず，令和 2年度時点では平成8（1996）年に
吸収合併した樫

かたぎ

原
はら

地区を合わせても 356 haと激減し
ています。
　現在の洛西土地改良区では運用業務を分担する委員
会を組織しています。用水運用に直接かかわる委員会
のうち，一ノ井用水および嵯峨用水には古来の歴史的
な由緒があります。

III.　一ノ井用水の歴史

1.　秦氏の渡来と葛野大堰
　諸説があるのですが，応神 14年に秦の始皇帝の末
裔とされる弓

ゆづ

月
きの

君
きみ

が百
くだ ら

済の 120 県の人民を率いて渡
来し，葛

かど

野
の

地方（現在の京都市右京区太
うず

秦
まさ

周辺）を本
拠地として土木や養蚕・機

はた

織
おり

などの技術を発揮して秦
はた

氏
し

の祖として栄えたと伝えられています4）,5）。学術的
には確定されていませんが，応神天皇は実在の可能性
が高いとされており，その年代は4世紀末から5世紀
初頭と推定されています5）。
　葛野地方に根拠を定めた秦氏が，灌漑用水の取水を
目的に桂川に葛野大

おお

堰
い

を築造したのが 5世紀後半と

され5），その位置は現在の一ノ井堰右岸取水口付近（写
真-1）で間違いないとされています6）。
2.　古来の洛西用水

　古来の桂川からの井堰取水を示す差図案（図-2）
が国宝東

とう

寺
じ

百
ひゃく

合
ごう

文
もん

書
じょ

に残されています7）。これは，
桂川の桂橋下流で「東岸『西

にしの

庄
しょう

井
のい

』の取水が西岸の
『去
きょ

々
きょ

年
ねん

堀
しん

新
みぞを

溝
ほる

』と示した取水口の新設で妨げられた」
と激しく争われた過程で，明応 5（1496）年に東岸側
から幕府に提出された差図の案です。「桂橋」が描か
れている位置は現在の阪急京都線の鉄橋付近であろう
と推測されています8）。
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3.　明 智 川
　右岸西幹線用水路が旧山陰街道を横断する区間を地
元では小

こ

畠
ばたけ

川
がわ

と呼称し，施政者を崇拝する趣旨で「明
智川」とも呼んでいます9）。天正 3（1575）年に織田
信長の丹波地方平定の命を受けた明智光秀が兵

へい

站
たん

輸送
のために旧山陰街道を整備した折に，街道を横断する
洛西用水路を再整備したそうです10）。光秀を謀反人と
罵倒した世間の評価が昨今，真逆になりました。しか
し旧来から，善政を施した光秀公を敬う史跡が散見さ
れて，たとえば京都市東山区には光秀公を弔う首塚（写
真-2）が祀

まつ

られています11）。

4.　葛野大堰周辺
　江戸時代初期の慶長 11（1606）年に角

すみの

倉
くら

了
りょう

以
い

が
大堰川（桂川の渡月橋上流側の呼称）の開削に成功し，
丹波から嵯峨への舟運を整備しました12）。渡月橋直上
流に設けられた農業用水の取水堰は，府営洛西農業水
利改良事業で昭和 27（1952）年 3月に一ノ井堰が新
設されるまで，およそ 350 年も同じ場所で機能し続
けてきました13）。
　了以は豊臣秀吉・徳川家康の御朱印貿易に加わった
豪商で，富士川・天竜川・高瀬川などの水路の開発に
尽力し，土木工事技術にも進んだ力量を持っていまし
た12）。晩年は，開削工事に関係した人々の菩提を弔う
ために，嵐山大悲閣千光寺を渡月橋上流右岸側に再興
して隠棲しています14）。千光寺本堂には本尊の千手観
音像と並んで，石斧を手にして右立て膝の構えで保津
川をのぞむ形で，法衣姿の了以の木像（写真-3）が
安置されています。
5.　洛西地区の竣工と再整備 2）,15）,16）

　昭和 20（1945）年代までの洛西地域は，桂川を水
源として 10カ所以上の簡素で老朽化した取水堰を利
用しており，用水に困窮していました。
　このことから第二次世界大戦後の食糧増産を目的に
検討を重ね，昭和 23（1948）年に地域の用排水改良
を図る府営洛西農業水利改良事業が発足して，昭和

写真-1　一ノ井堰碑
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図-2　東寺百合文書　ツ函三四一　山城国桂川用水差図案

写真-2　明智光秀の首塚

写真-3　角倉了以像
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40（1965）年に完工しました。
　桂川からの 10カ所以上の取水は計画取水量Q＝
6.92 m3/s の一ノ井堰に統合されています。さらに下
流では，昭和 39（1964）年に完了した久

こ

我
が

堰府営災
害復旧事業で，計画取水量Q＝1.088 m3/s の久我井
堰が供用されています。通水している用水路は京都市
（右京区・西京区・南区・伏見区），向日市，長岡京市，
大山崎町の 3市 1町にまたがって 115 kmにもなりま
す。一ノ井堰の竣工は昭和 27年 3月ですが，その後
の老朽化対策として，平成元（1989）年度に再整備
されています。
　筆者は昭和 63（1988）年度の測量設計業務17）に主
任技術者（管理技術者）として携わりました。

IV.　嵯峨用水の歴史

1.　大沢池 18）

　大
おお

沢
さわの

池
いけ

は嵯峨天皇が弘仁（810～824）年間に造営
した離宮「嵯峨院」の苑

えん

池
ち

の一部で，現在は大覚寺境
内に属しています。現存する最古の庭園池の一つとさ
れ，国指定名勝になっています。作庭当時は泉・滝・
名石等の美を極めた池泉舟遊式庭園でした。今なお池
中には菊が島・天神島の 2島と巨

こ

勢
せの

金
かな

岡
おか

が配置した
とされる庭湖石があり，大陸的雰囲気を漂わせていま
す（写真-4）。月の名所としても名高く，多くの人が
秋の観月に訪れます。
　周辺の水田の灌漑用水源として重要な役割を果たし
てきており，現在でも40 haの受益があります19）。
2.　広沢池
　広
ひろ

沢
さわの

池
いけ

（写真-5）の起源には，平安時代の永
えい

祚
そ

元
（989）年に宇

う

多
だ

天皇の孫にあたる寛
かん

朝
ちょう

僧
そう

正
じょう

が蓮
れん

正
しょう

寺
じ

を建立した際に築造したとする説や，大陸から渡来
した秦氏が嵯峨一帯を開拓する際に築造したという説
があります20）。
　西に位置する大覚寺の大沢池とともに古くから観月
の名所として知られ，多くの歌人が数多くの歌を詠ん
でいます。現在は鯉などを養殖しており，年末に池の
水を抜いて成長した鯉を収穫する「池ざらえ」は京都
の冬の風物詩となっています21）。
　宮廷文化花盛りの平安時代に清少納言が，枕草子で
「野は」として12カ所を示して，大沢池・広沢池を擁
する嵯峨野をその筆頭に挙げています22）。
　景観保全のために昭和 42（1967）年に古都保存法
の歴史的風土特別保存地区に指定され，周辺農地
2 haの水源としても継続利用しています19）。
3.　菖蒲谷池と角倉隧道（菖蒲谷隧道）
　菖
しょう

蒲
ぶ

谷
だに

の呼称は，中世から菖蒲谷に自生する菖蒲
を毎年 5月 5日に御所へ献上したことに由来してい

るそうです23）。菖蒲谷池と角倉隧道は伝承によると，
「大覚寺宮法親王・大覚寺門跡が，水不足に悩む北嵯
峨住民のための策を角倉了以に依頼し，了以没後に息
子素庵に継がれ，寛永（1624～1644）年間に縁者の
吉田光長・光由兄弟が完成させた」そうです24）。
　菖蒲谷池は北方向の傾斜地に堰堤を設置した農業用
ため池です。中堤で北側の大池と南側の小池を分割し，
樋管で貫通しています（図-3）。農業用水は小池から
南方側に取水して延長 190 mの角倉隧道で引水し，
北嵯峨地区に灌漑しています。現存の菖蒲谷池は平成
23（2011）年度に取水施設を全面改修し，平成26（2014）

写真-4　大沢池東岸から天神島を望む

写真-5　広沢池西岸から観音島弁天堂を望む
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図-3　菖蒲谷池平面図
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年度に部分補修しています。現在の受益戸数はわずか
45 戸，受益面積は水田 24.4 ha です3）。
4.　嵯峨野地区

　（1）　沿革 25）　史跡名勝が多い京都洛西嵯峨野地区
は旱

かん

魃
ばつ

も顕著で，清滝川を水源として広沢池まで導水
する計画が江戸時代からありました。しかし，何度も
実施直前までこぎつけた計画が，資金難のために惜し
くも実現を見ませんでした。けれども，昭和 23 年に
洛西農業水利改良事業が発足し，その一環としてよう
やく受益面積 175 ha の旱魃対策が実現しました。
　（2）　嵯峨清滝堰と嵯峨清滝隧道 25）　清滝川に造成
した嵯峨清滝堰は L ＝34 m，H ＝3.80 m で，計画取
水量は Q ＝0.3417 m3/s です。嵯峨清滝堰から有栖
川上流部に達する嵯峨清滝隧道は，総延長 L ＝
1,833.75 m の構成です。有栖川上流で放流した用水
を 0.4 km 下流で取水して，支線用水路で大沢池を経
由して広沢池まで導水しています。
　（3）　水環境整備 26）　平成 4（1992）～8（1996）年
度に嵯峨野地区で団体営水環境整備事業が実施されて
います。地区面積は 32 ha で，関係農家数は 82 戸です。
前述の広沢池とともに歴史的風土特別保存地区に指定
され，昔ながらの田園風景が保存されています。

V.　一ノ井堰の再整備計画

　桂川では従来から渡月橋周辺で洪水が頻発していま
す。近年では，平成 25（2013）年の台風 18 号で 93
戸の浸水被害が発生し，観光産業が停止して地元経済
に大きな被害が発生しました。これを契機に，平成
26（2014）年から国土交通省で桂川緊急治水対策事
業が実施されています。現在は嵐山地区の堆積土砂や
不要構造物の撤去工事が完了し，嵐山左岸溢水対策工
事の途上です。今後に継続される整備計画には，右岸
導水路の改修および一ノ井堰の改修があります1）。
　一ノ井堰本体の改修計画は，洛西土地改良区と京都
府・京都市・国土交通省とで協議中だそうです3）。

VI.　お わ り に

　洛西地区は古代からの歴史的な特色を持つ地域であ
り，洛西用水は全国水土里ネット・都道府県水土里
ネットが企画制作している疏水百選27）に選定され，
広沢池は農林水産省農村振興局整備部防災課が企画選
定しているため池百選28）に選ばれています。
　中村安之元京都府農林部（現農林水産部）耕地課長

（平成 30（2018）年瑞宝双光章綬章），山本修三洛西
土地改良区専務理事からは貴重な示唆を戴きました。
また，撮影写真の使用に際して関係機関からの御厚意
を戴きました。ここに記して謝意を表します。
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